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芦屋市立浜風小学校 

令和８年度 芦屋市立浜風小学校いじめ防止基本方針 
                  

１． 学校の方針 
本校の教育目標「自ら学び共に生き，創造する子」のもとに「自律・共生・創造」を目指し，すべての

児童が安心・安全に学校生活が送れ，規律正しい態度で授業や行事に参加し，どの子どもが活躍で

きる学級・学校づくりを進めている。 
 そのために，本校職員が「いじめはどの学校，どの学級にも起こりうるものである」という共通認識の

もとにたち，日常の指導体制を定め，いじめの未然防止を図りながら，いじめの早期発見に取り組む

とともに，いじめを認知した場合は適切かつ迅速に解決するために，いじめ防止基本方針を定める。 
 

２． 基本的な考え方 
本校は子どもたちの登校を見守ったり，放課後の子どもたちの関係作りをする校庭開放やコミスク活

動があったりと地域の方々に見守られている。また，保護者は協力的で，学校行事などに積極的に参

加し，子どもたちをともに見守るという姿勢が見られる。しかし，経済的にも時間的にも子どもたちに目

を向ける余裕のない家庭も多く，子どもの心の変化や友だち関係の変化に気づきにくい現状もある。

近年は外国にルーツを持つ児童が増えてきており，文化や習慣などの違いを認め，個に応じたきめ

細やかな指導をしている。 
「いじめ」とは「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生

徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネ

ットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じ

ているもの」である。起こった場所は学校の内外を問わない。 
 いじめについては，子どもたちの悩みやいじめがないかなどを知るための手立てとしてアンケートを

とったり，問題行動があればケース会議をもって話し合ったりしてきた。また，教職員が児童の変化を

見逃さないように日々心がけ，気になることは家庭へ連絡し連携を図っている。学校，家庭，地域とと

もに継続して未然防止，早期発見，早期対応に取り組むために，学校全体で組織的に取り組む。そ

して「いじめを許さない・いじめを生まない」土壌作りに取り組む。 
 いじめを許さない・生まない基本姿勢として以下の点を共有している。 

・ いじめを許さない，見過ごさない環境作りに努める。 
・ 児童ひとりひとりの自尊感情を育む教育活動に取り組む。（わかる授業づくりなど） 
・ いじめの早期発見のための手段を講じる。 
・ いじめが発見された場合は迅速に対応するとともに当該児童の安全を保障し，専門家や関

係機関とも連携を図る。 
・ 学校と家庭とが連携し，協力し合う。  

   なお，本いじめ防止基本方針は，本校の実情に即して適切に機能しているかどうかをいじめ対策

推進委員会を中心に点検し，必要に応じて見直すこととする。 

 
 



３． いじめの防止等の指導体制，組織的対応等 
（１）いじめ未然防止の取り組み 
  ①いじめを許さない，見過ごさない環境づくりに努める。 

・ 子どもたちに「いじめは許されない」という意識を教育活動の中で育む。また，いじめを見て

見ないふりをすることもいじめに加担していることを理解させる。 
・ 道徳の時間や人権の授業などで「命の大切さや尊さ」「自分と異なる意見や立場の尊重」を

指導する。 
・ 学校のきまりや規律を守るように指導する。 

 
  ②児童ひとりひとりの自尊感情を育む教育活動に取り組む。 

・ 「わかる」「できる」授業づくりや子どもたちが主体的に取り組める授業の工夫をすることで，子

どもたちに自信をもたせる。（自尊感情を高める。） 
・ 授業の中で「学びあう」場を設定することで，互いの良さを認め合う。 
・ 児童会活動やペア活動を通して集団の一員としての自覚や責任をもたせ，自主的に活動す

る力を養う。また，子どもたち同士の交流をすることで互いに認め合ったり，人と関わったりす

ることの楽しさや大切さに気づかせる。 
・ 委員会活動では，仕事に対する責任感を持たせるとともに，人の役にたっている喜びを味合

わせる。 
・ 学級の中での当番活動や係活動でも，一人一役として自分の役割を自覚し，学級のみんな

のために働く喜びと責任感を感じさせる。 

   
  ③情報モラルについての指導に取り組む。 

・ インターネット（ＳＮＳやチャットなどを含む）を使用する際のルールやモラル，マナーを指導

するとともに，保護者の責務についても，保護者へ啓発し，協力を求める。 
・ 情報モラル教育について，成長段階を考慮して，各学年で計画的に指導する。また，毎年

兵庫県警等の専門の方に来ていただき，保護者へも広く周知する研修会を行う。（後述「未

然防止及び早期発見のための指導計画」参照） 

 
（２）いじめの早期発見・早期対応の取り組み 
  ①いじめ早期発見の手段を講じる。 

・ アンケートを定期的（学期に１回）にとって，子どもたちの悩みや困っていることなどを聞き様

子を知る。 
・ 担任は子どもの様子をよく観察する。 
・ 気になる児童や配慮の必要な児童については会議の場で出し合い，全職員が共通理解し

ておく。 

 
  ②いじめを発見したら早期対応に努める。 

・ いじめを認知したら，いじめられている児童の安全を守るとともに，いじめた児童と双方の話

を聞き，家庭への連絡も迅速にして協力を求める。 
・ いじめを発見したら，担任ひとりだけでなく複数対応（学年や生徒指導担当，管理職など）し，



必要なら関係機関とも連携を図る。 

 
（３）いじめ問題に取り組むための校内体制 
  【いじめ対策推進委員会】 

 
 
 
 
 
 
 
 
《いじめ対応の流れ》 
⇒ 別添：組織的ないじめ対応（フロー図） 

 
（４）未然防止及び早期発見のための指導計画 

 職員会議・研修等 未然防止へ向けた取り組み 早期発見に向けた取り組み 

４ 
月 

 

職員会議 

いじめ対策推進委員会（定期

開催・生活部と兼ねる） 

学級・学年づくり 

１年生を迎える会 

いじめ対策について保護者へ説明・啓発

（学級懇談会・全校保護者会） 

家庭訪問（個人状況把握） 

５ 
月 

職員会議 

生活部（基本方針検討） 

いじめ対策推進委員会 

ペア活動  

６ 
月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

いじめアンケート実施 

生活部 

（いじめアンケート結果検討） 

ペア活動 

学校運営協議会 

いじめ実態アンケート実施 

 

７ 
月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

ペア活動 

 

個人懇談会（個人状況把握） 

いじめ実態アンケート結果報告 

８ 
月 

職員会議 
いじめ対策推進委員会 

  

９ 
月 

職員会議 
いじめ対策推進委員会 

ペア活動 
道徳参観 

保護者との情報交換 

（学級懇談会） 

１０ 

月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

保護者向け情報モラル研修会 

ペア活動 

全校行事 

人権週間 

 

１１ 

月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

いじめアンケート実施 

ペア活動 いじめ実態アンケート実施 

いじめ実態アンケート結果報告 

個人懇談会（個人状況把握） 

校長  教頭  養護教諭  生活指導担当 各学年代表 該当学年団 

（特別支援コーディネーター） 

（スクールカウンセラー） （スクールソーシャルワーカー） 

保護者・地域との連携 
ＰＴＡ 学校運営協議会 

中学校青少年健全育成推進会議 

芦屋警察署(23-0110) 潮見中学校(34-1061) 

関係機関との連携 
学校支援課（38-2143） 子ども家庭総合支援室（31-0643） 

西宮 少年サポートセンター(0798-35-3875) 

子ども家庭センター(0798-71-4670) 適応教室(23-8567) 
 



生活部 

（いじめアンケート結果検討） 

１２ 

月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

ペア活動 

学校運営協議会 

個人懇談会（個人状況把握） 

１ 
月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

ペア活動  

２ 
月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

いじめアンケート実施 

生活部 

（いじめアンケート結果検討） 

ペア活動 いじめ実態アンケート実施 

いじめ実態アンケート結果報告 

３ 
月 

職員会議 

いじめ対策推進委員会 

生活部 

（今年度総括と来年度への引

継ぎ） 

ペア活動   ６年生を送る会  

学校運営協議会 

保護者との情報交換（学級懇談会） 

＊定期的（毎月）に，いじめ対策推進委員会（生活指導部会と兼ねる）を開催し，情報共有と事案の対

応について協議する。 
＊事案が発生した場合にはそのつどいじめ対策推進委員会を緊急に召集して対応する。 
＊職員会議では児童の情報交換をする。 

 
４．重大事態への対応 
(1) 重大事態の定義 

ア いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあ

ると認められるとき 

イ いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席する（年間 30 日を目安とし，

一定期間連続して欠席している場合も含む）ことを余儀なくされている疑いがあると認められるとき 

ウ 児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申立てがあった場合 

（「いじめ防止対策推進法」及び「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」より） 

(2) 重大事態への対処 

  ○ 別添「いじめの重大事態に対する平時からの備えについてのチェックリスト」を年度初めに全教

職員で確認・共有する。 

  ○ 重大事態が発生した旨を，市教育委員会に速やかに報告する。 

  ○ 教育委員会と協議の上，当該事案に対処する組織を設置する。 

  ○ 上記組織を中心として，事実関係を明確にするための調査を実施するとともに，関係諸機関との

連携を適切にとる。 

  ○ 上記調査結果については，いじめを受けた児童・保護者に対し，事実関係その他の必要な情報

を適切に提供する。 

 

組織的ないじめ対応（フロー図） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめの重大事態に対する平時からの備えについてのチェックポイント 

臨時いじめ対策推進委員会の召集・指揮（校長） 
① 正確な実態把握（右記） 
② いじめを認知 ※重大事態かどうかの判断 
③ 調査方針及び役割分担を決定 
④ 報告を受けた後、指導方針を決定し、指導体

制を編成 

聞き取りのポイント 

 安心して話せる場所を確保する。 

 個々に聴き取りをする。 

 子どもの気持ちを十分に聞き，事実確認をする。 

 必ず複数対応 

いじめに発展する可能性のある事案やいじめの情報を把握 

・いじめが疑われる言動を目撃した。   
・子どもや保護者からの訴えがあった。 
・アンケートや日記から気になる言葉を見つけた。 
・ネット上での書き込みの情報を見つけた。など 

            ※上記は，学校内外を問わない 

いじめ対策推進委員会担当に報告 

（教育相談コーディネーター） 

（当該児童の担任・学年教員と共有） 

管理職に報告 
（校長・教頭共有） 

芦屋市教育委員会に報告 

担任（複数対応）による事実確認 
  被害者に事情を聴く  保護者面談 

  加害者に事情を聴く  保護者面談 

  周囲にいた児童に事情を聴く 

       ※下記「聞き取りのポイント」 

事実の究明と支援・指導 

  いじめ被害者への対応・保護（心のケアなど） 
  いじめ加害者への指導・対応 
  周りの児童への指導・対応 
  保護者との連絡 

継続的な支援･指導 
再発防止への取組 

関係機関との連携 

臨時職員会議 

 教職員へ知らせ，共通理解する。 

市教育委員会学校支援課（0797-38-2143） 
子ども家庭総合支援室(0797-31-0643) 
西宮こども家庭センター(0798-71-4670) 
西宮少年サポートセンター(0798-67-0776) 
芦屋警察署(0797-23-0110) 
適応教室(0797-23-8567) 

★重大事態が発生した場合 

 すみやかに芦屋市教育委員会へ報告 

 芦屋市教育委員会が定めた組織による調査を

開始 

 調査終了後，調査主体者により，いじめを受けた

児童・保護者に結果を報告 



チェックポイント チェック 

年度初めの職員会議や教員研修等の実施により、全ての教職員は、学校いじめ防止基 本方

針はもとより、法や基本方針等についても理解し、重大事態とは何か、重大事態 に対して

どう対処すべきかなどについて認識している。 

□ 

実際に重大事態が発生した場合には、校長がリーダーシップを発揮し、学校いじめ対 策組

織を活用しつつ、各教職員が適切に役割分担を行い、連携して対応できる体制を 整えてい

る。 

□ 

学校いじめ防止基本方針について、入学時・各年度の開始時に児童生徒、保護者、関 係機

関等に説明している。 
□ 

学校いじめ対策組織について、次のような対応を適切に行えるよう、平時から実効的な組

織体制を整えている。  

・学校におけるいじめの防止及び早期発見・早期対応に関する措置を実効的・組織的に行

うこと  

・法第 23条第２項に基づいていじめの疑いがある場合の調査等を行うこと  

・重大事態の申立てがあった場合の確認等の役割を担うこと など 

□ 

校長のリーダーシップの下、教育相談コーディネーターを中心として組織的な支援及び

指導体制 を構築した上で、学校いじめ防止基本方針に定める年間計画において定例会議の

開催 等を位置付け、その中で、学校いじめ対策組織が重大事態の発生を防ぐために重要な 

役割を担っている組織であることを確認するとともに、重大事態が発生した際の適切 な対

処の在り方について、全ての教職員の理解を深める取組を行っている。 

□ 

学校がいじめへの対応で判断に迷う場合等に備えて、迅速に学校の設置者に相談を行うこ

とができるよう連携体制を整えている。 
□ 

「学校いじめ対策組織」において会議を開催した際の記録や児童生徒への支援及び指導を

行った際の記録を作成し、保存しておく体制を整えている。 
□ 

日頃の学校教育活動の中で作成、取得したメモ等をそのままにせず、各学校又はその学校

の設置者において定める文書管理規則等に基づいて、適切に管理する体制を整えている。 □ 

様々な情報を効率的に記録し、保存するため、統一のフォーマットの作成等文書管理の仕

組みを整えている。 
□ 

学校が認知したいじめへの対応を行っている中で、重大な被害が疑われる場合や、欠席が

多くなり、不登校につながる可能性が高い児童生徒について、当該児童生徒の保護者に重

大事態調査について説明を行い、学校と家庭が連携して児童生徒への支援について方向性

を共有できる体制を整えている。 

□ 

いじめが犯罪行為に相当し得ると認められる場合には、学校としても、警察への相談・ 通

報を行うことについて、あらかじめ保護者等に対して周知している。 
□ 

そもそも、いじめを重大化させないことが重要であり、学校全体でいじめの防止及び 早期

発見・早期対応に取り組んでいる。 
□ 

 


